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t〔:めじは

四條畷市・寝屋川市一帯に広がる讃良郡条里遺跡は、古墳時代を中心に様々な性格の遺構が錯

綜する巨大な遺跡です。この遺跡の南端部分に大阪府土木部により、なわて水環境保全センター

の建設が計画されました。大阪府教育委員会では、これに伴い1999年度から予定地内の試掘調査

を行った結果、この地には古墳時代中期の巨大な集落跡が展開していることや、さらに馬骨や馬

歯、また馬具の出土によって、本遺跡が「日本書紀」などに記された河内の馬飼と関連した遺跡

であることが想定されました。この点の重要性を考慮し、讃良郡条里遺跡内でも特に固有性の高

いこの地を蔀屋北遺跡として周知し、2001年度から発掘調査を実施しております。

これまでの調査で、古墳時代中期・後期の集落の様相が徐々に明らかにされております。集落

を構成する竪穴住居跡や掘立柱建物跡、井戸、溝などが多数見つかり、朝鮮半島から移入された

土器をはじめ多くの遺物が出土しています。中でも土坑から見つかった埋葬された馬の全身骨格

は、日本列島にもたらされて間もない時期の資料として注目されることになりました。さらには

井戸枠に再利用された船材も出土し、河内湖を西に望む当地への人やモノの交流がより具体的に

明らかになってきました。そして掘立柱建物跡は柱が良好に遺存しているものが多数あり、建物

の構造を知る上で貴重な資料であります。これらの調査成果によって、蔀屋北遺跡が古墳時代中

期から後期にかけて、朝鮮半島と深い関わりをもった巨大な集落遺跡であり、さらに河内の馬飼

との関連性がより強く想定されております。これらの成果の一部については速報性を重視し、既

に蔀屋北遺跡発掘調査概要として刊行されているところであります。

今回ここに報告いたしますのは、2003年度～2004年度にかけて発掘調査を実施いたしました調

査区の概要報告書です。今回の調査では、蔀屋北遺跡集落の西端部を画する溝とその東側に展開

する竪穴住居跡群、掘立柱建物跡群、井戸で構成された集落跡が検出されました。既往の調査区

と比べて竪穴住居跡が密に存在しており、本調査によって集落の構成や時期的な変遷に新たな知

見を加えることとなりました。この調査成果を地域の新たな文化財として、積極的に保護および

活用をしていくことによって、地域の歴史が豊かに再構築されていくものと考えます。

調査に際しましては、地元の方々ならびに関係各位に多くのご協力をいただき、深く感謝いた

しますと同時に、引き続き蔀屋北遺跡の発掘調査に皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成18年 3月

大阪府教育委員会

文化財保護課長  丹 上  務
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第 1章 調査の経過

第 1節 調査 に至 る経過

四條畷市蔀屋・砂に所在する蔀屋北遺跡 (第 1図)は、生駒産山地から西流する岡部川や枚方

丘陵から西流してくる讃良川などの河川によって形成された沖積低地に立地し、弥生時代から近

世にいたる複合遺跡である。本遺跡は、なわて水環境保全センターの建設に伴う試掘調査によっ

て発見された。試掘調査時は讃良郡条里遺跡として遺構・遺物の確認を行ったが、設定 トレンチ

のいずれの調査地点からも古墳時代中期の遺構と遺物が確認され、出土遺物からは当該時代の馬

の生産や飼育に関わる遺跡であることが推測された。この点とその遺構面が讃良郡条里遺跡の範

囲を南に越えて分布することなどを考慮し、新たに蔀屋北遺跡として周知し発掘調査を行うこと

になった。こうした経緯は既刊の調査成果報告に詳しい
1)。

なわて水環境センター建設予定地の発掘調査は、水処理施設 (浄化槽)から開始した。調査面

積は約17,200ピで、南よりA・ B・ Cと 3分割して行われ、古墳時代中期から近世までの十数面

の遣構面を調査している。中でも古墳時代中期から後期の遺構面は、多数の遺構と遺物が出土し

本遺跡を特徴付ける成果を得ている。各調査区は浅い谷や溝によっていくつかの遺構集中部分に

区分されるが、それぞれの遺構集中部分で竪穴住居跡や掘立柱建物跡、井戸、溝が多数検出され、

古墳時代中期から後期の集落跡であることが明らかになった。中でもA調査区では、馬を埋納し

た土坑が発見され、馬の全身骨格が良好に遺存していた。日本列島に移入された馬の体身区の復元

や系統の推定にとって重要な資料である。また各調査区からは準構造船などの船材を枠に転用し

蔀屋北遺跡の位置
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た井戸が複数見つかり、西に望む河内湖やそこへ流入する河川での交通手段を復元する具体的な

資料を提供することとなった。また多数の韓式系土器や陶質土器、U字形土製品などの遺物から

は、朝鮮半島からの渡来集団が推測され、溝や浅谷から検出される馬骨や馬の埋納土坑などと合

わせ、本遺跡が河内の馬飼との関連を強く想定させる調査成果を得ている。このうちA調査区と

C調査区については調査成果の概要が刊行されている
2)。

本調査区は水処理施設のうちポンプ棟と沈砂池棟の建設地にあたり、 C調査区の西、また発進

立坑部での調査地点 (試掘調査 H地区)の南東に位置し (第 2図 )、 これをD地区として調査を

行った。調査は2003年 12月 に開始し2004年 12月 に終了した。本書はD調査区の調査成果概要であ

る。

1)大阪府教育委員会2002F讃良郡条里遺跡 (蔀屋北遺跡)発掘調査概要・Ⅳ』

2)大阪府教育委員会2004F蔀屋北遺跡発掘調査概要・ I』

大阪府教育委員会2005『蔀屋北遺跡発掘調査概要・Ⅱ』

第 2節 調査の方法

地区割りはA～ C区 と同様に、国土座標 (第Ⅵ座標系)を基準としている。遺構の登録や遺物

の取り上げ等はこれを基に設定された10mメ ッシュで行っている (第 2図 )。 D調査区は西のポン

プ棟建設地と東の沈砂池棟建設地、そして今後南接地点で建設が予定されている管理棟とつなが

る管路の取次ぎ部分をそれぞれD‐ 1、 2、 3区 として調査を行った。大区画ではD‐1区の西端部が16-

12‐A20であるが、その他はすべて16‐ 12‐A19である。なお調査面積は約2,010どである。
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D-2区
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1:75Y5/2灰 オリーブ色砂質土 (粗～中粒砂主体、礫を含む)にN6/0灰色粘質上を小斑状に含む

2,2.6Y6/2灰 黄色砂質土 (粗～中粒砂主体)75Y6/1灰 色シル ト～細粒砂を小斑状に含む

3:10Y6/1灰 色砂質土 (粗砂を主体とし礫を含む)

4:5Y5/2灰オリーブ砂質上にN6/0灰色粘質上を小斑状に含む (マンガン斑多く含む)

5:10Y6/1灰 白色砂質土と10YR4/4褐色砂質上の混合土 (場所により10YR6/6明黄褐色粗～中粒砂)

6:5Y6/1灰色～5Y7/1灰 白色粗粒砂 (場所により10YR5/4黄褐色粗粒砂、鉄分沈着が顕著)

7a:10Y7/1灰 白色とN6/0灰色砂質上に同色シル トを斑状に含む (場所により10YR5/6にぶい黄褐色粗粒砂)

7 b i 10Y4/1灰色細粒砂～シル ト (10Y5/1褐灰色粘質シル トを部分的に含む)

7 c i 5G5/1緑灰色～5G6/1緑灰白色シル ト (N6/0灰色粘質シル トを部分的に合む)

8:10Y4/1～ 10Y5/1灰色シル トと10Y5/2灰オリーブ色の混合土 (東へ行くにつれ砂質が強くなる)

9a:10Y35/1灰 色砂混じリシル ト

9b:75Y5/1～ 75Y5/2灰オリーブ色粗粒砂 (N6/0灰色シル トブロックが少量混じる)

9c:75Y7/1灰 白色～75Y5/1灰色細粒砂～シル ト (場所によりN4/0暗灰色砂混じり粘質土)

10:N4/0暗 灰色砂混じり粘質土 (10BG6/1青灰色粘質上、5Y8/6黄色粗粒砂をブロック状に含む)

1la:75Y5/1灰 色粘質上に25Y8/4淡黄色粗粒砂がブロック状に含まれる。

1lb:N5/0灰 色粘質土 (部分的に75Y6/1灰色シル トになる)

12:2 5GY4/1暗 オツーブ灰色粘質上 (部分的に25Y4/1黄灰色粗～中粒砂を含む)

13:5鶴 4/1暗オリーブ灰色粘上に7 5GY5/1緑 灰色粘上が小斑状に混じる (部分的にN4/0灰色シル ト～細粒砂含む)

14:5 GY6/1青 灰色粘土 (場所により同色シル ト～極細粒砂、または10BG7/1緑灰色粘土)

第 3図 D-1区 aD-2区南壁土層断面図

T.P,+1.Om
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第 2章 調査成果の概要

第 1節 調査 の概観

基本層序

調査は現代の表土を機械で掘削し、T,P.+2,8mか ら人力掘削を開始した。基本層序としてD‐1区

およびD-2区南壁、およびD-1区東壁の上層を示し、層序とともに検出遺構面の概要について述べ

る (第 3'4図 )。

第 1層は灰オリーブ色粗～中粒砂である。

第 2層は灰黄色粗～中粒砂。上面で畝溝となる南北方向の溝を多数検出している (第 2遺構面)。

第 3層は砂礫を含む灰色粗～中粒砂。

第 4層は灰～灰オリーブ色の粗～中粒砂で、上面で畝溝を検出している (第 4遺構面)。

第 5層 は灰白色粗～中粒砂と灰黄褐色粘質上で鉄分の沈着が顕著にみられる。上面で溝や土坑、

ピット、井戸、畦畔を検出している。中世 (12世紀末～13世紀)の遺構面である (第 5遺構面)。

第 6層は灰～灰白色粗～細粒砂で、上面で中世 (12世紀末～13世紀)の ピット、井戸、畝溝な

どを検出している (第 6遺構面)。

第 7層は大きく7a～ 7c層 に分けられ、それぞれの上面で遺構面を検出している。第7a層は灰～

灰白色の粗～中粒砂で、上面でピット、畝溝等を検出しており中世の遺構面である (第7a遺構面)。

第7b層 は灰～灰オリーブ色細～中粒砂で、部分的に灰色粘質シルトを含む。上面で畦畔や溝を検

出している (第 7b遺構面)。 第7c層 は緑灰白～緑灰色シルトで灰色粘質シルトを含む。上面で畦

畔を検出している。

第 8層は灰色シルトとオリーブ灰色粗～中粒砂の混合土で、上面で畦畔や流路を検出している。

平安時代の遺構面である。第 8層はD-2区では確認できたが、D-1区では顕著ではなかった。

第 9層は大きく9a～9c層 に分けられる。第9a層 は灰色砂混じリシルト。第9b層 は灰オリーブ～

灰白色粗粒砂。第9c層 は灰白色細粒砂～灰色シルトで、上面で畦畔を検出している (第9c面 )。

第10層は暗灰色粘質砂混じリシルトである。D-1区では普通的に確認できるが、D-1区では東に

いくに従い層厚を減じている。上面で畦畔を検出している (第 10遺構面)。

第ll層は灰色粘質土に灰白色～浅黄色粗粒砂を含む。D-2区中央部では厚く堆積しているが、

D‐ 1区では東半部にみられるのみである。上面で畦畔を検出している (第 11遺構面)。

第12層は暗オリーブ灰色粘質土で部分的に灰色粗粒砂層を挟む。上面で畦畔を検出している

(第 12遺構面)。

第13層は暗オリーブ灰色粘上に第14層の緑灰色粘土や灰色粘上のブロックが混じる土層で、 6

世紀の遺物包含層である。第13層 はD-1区では層圧が薄く部分的な堆積であり、第12層 を除去す

ると第14層の青灰色粘土～シルトが見える所もあった。一方D‐2区では東半部ではさらに 3層に
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分層できる程に堆積していたが、西半部はD‐1区 と同様の状況であった。本層上面から掘り込ん

でいる古墳時代後期の遺構が検出されている (第 13遺構面)。

第14層 は青灰色粘土～シルトで、D-2区の中央部でT,P.+0.5mま で落ち込み、D‐2区東端部では

T,P.+1.3mま で高くなる。またD‐1区ではT,P.+1.3m付近で検出されるが、両地区とも北へ向かっ

て緩やかに低くなっていく。古墳時代中・後期遺構面のベースとなる (第 14遺構面)。

なお、本調査区では古墳時代中期の遺構面であるT.P.+1.Om前後までを調査の対象深度として

いたが、この遺構面下の遺構や遺物の有無と層序を確認するため、D-2区では東西方向に、D‐ 1区

では南北方向と東西方向に幅 3mの トレンチを設定しT.P.± Omま で調査を行った。その結果、

D‐2区の東半部のT.P.+0,5m前後で弥生時代中期前葉の土器を包含する、黒褐色砂混じり粘土層が

確認され、その下位の灰白色シルト～砂層まで掘り込まれる複数のピットや溝の断面を確認して

いる。黒褐色砂混じり粘土層中で、当該期の遺構面が存在する可能性が高い。当遺構面は工法や

調査上の安全を考慮し一度埋め戻した後、しかるべき工程を経た上で平成17年度に発掘調査を行

う予定である。

第 2節 古墳 時代 中期 。後期 の遺構 と遺物

D-1区の遺構と遺物 (第 5図 )

6世紀の遺物包含層である第13層は層厚が薄くまた部分的に存在する状況であった。第13層中

で検出された遺構は古墳時代後期のものであるが、多くは第14層の青灰色粘土～シルト層上面で、

古墳時代中期の遺構と共に検出された。遺構数は総数で千を超え、調査区一面がピットや溝など

の遺構ばかりであった。ここでは主な遺構の概要について述べるが、遺構埋上の状況や切り合い

関係、そして遺物の検討が現段階では十分でないため、今後それらの検討を経た上で、新たな建

物の確定や遺構の詳細な時期決定などは本報告に委ねることにしたい。

竪穴住居跡

竪穴住居跡は 5世紀後半から6世紀代にかけてのものを調査段階で25棟分検出している。D-1

区の西端付近と中央部西寄り以外の範囲に重複しながら密に配置している様相がみられる。主軸

は北西から北北西と、その直角の北東から北北東にとるものが多く、遺構面全体をみると後述の

溝900や溝986に平行しているようである。また多くの住居跡には北壁か北東壁にカマドが設置さ

れていた。ここではそれらのうち主なものについて略述する。

竪穴住居跡 1(第 6図、図版 5) el区 で検出された竪穴住居跡で、竪穴住居跡 2に よって

切られている。検出レベルはToP.+1.5mで、床面レベルはT,P.+1.4m程度である。規模は約

40m× 4.Omで平面形は隅丸の正方形である。北北西に主軸をとり北壁の中央部にカマドを配する。

住居内にはカマドの他にピットが数個検出されているが、主柱穴は明確ではなかった。Pit1430
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竪穴住居跡 1
151N3暗 灰色粘土に10叫71明緑灰色粘上が斑状に混 じる
16:N3暗 灰色粘土に10GY71明 緑灰色粘上が小斑状に混 じる
17:10α7/1明緑灰色粘土にN3H音灰色粘土がプロック状に少量混 じる

T.P.+1.

A

T.P.+1.5m

B

5m

B'

堅穴住居跡 2

;75Y4/2灰 オリーブ色粘土
10CjY7/1明緑灰色粘上 10Y3/1オ リープ黒色粘土プロック状に混 じる
とOY3/1オ リーブ黒色粘上に10GY7/1明 緑灰色粘土ブロック状に混 じる
10GY7/1明 緑灰粘土 (第 14層 )
1に7 5YR3/3褐 色粘上のブロック混じる
1に炭化物混 じる
1と 7 5VR3/3褐 色粘上の混合上
1に 10YR7/1明 緑灰色粘土が斑状に混 じる (6～ 8はカマ
1に 10YR7/1明 緑灰色粘上が斑状に少量混 じる
1に 10YR7/1明 緑灰色粘土がプロック状に混 じる
N3 暗灰色粘土に10GY7/1明 緑灰色粘上が斑状に混じる
10YR7/1 明緑灰色粘上に 1が斑状に混 じる
1に 10YR7/1明 緑灰色粘上が小ブロック状に混じる
10YR4/2灰 黄褐色粘土 (炭化物混 じる)

ド構成層 )

(10・ 11は壁溝埋土)

第 6図 堅穴住居跡 1

γ

竪穴住居跡 1

Pit1428

Pit1336

Pit1377

Pit1294
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やPit1428がその可能性をもつ。カマドは上部を削平され、また焚口は竪穴住居跡 2に よって削

平されているが、内壁の一部と火床は残存し、土師器甕の破片を検出した。カマド部分の北壁は

カマドに向けて幅70cm、 長さ50cmの 凹字状に掘られ煙道の距離を短くしているようである。

竪穴住居跡 2(第 6図、図版 5) el～ e10区で検出された竪穴住居跡である。検出レベル

はT.P.+1.5mで第13層中で検出された。床面のレベルはToP。 +1.4mである。平面形は5.6m× 5.6m

の隅丸正方形で北北西に主軸をとる。住居内には北壁中央部にカマドを配する。ピットのうち主

柱穴になるのはPit1336、 Pit1339、 Pit1377、 Pit1294で ある。また床面周囲には深さ約0.2mの壁溝

をめぐらす。カマドは天丼部が削平されているが、全体的に残りがよく、側壁はU字形になり、

北壁から60cmの所に土師器奏を伏せて支脚に転用していた。またその周りにはカマド内部の堆

積土上に土師器養が検出された。住居跡床面の延長になるカマドの火床には炭化物層が明確に検

出された。

竪穴住居跡3(第 7図、図版 6) e10区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡 2に平

行するように位置している。竪穴住居跡 5を切 り、竪穴住居跡 4に切られる。検出レベルは

T.P.+1.45mで、床面のレベルはT,P。 キ1.25mである。平面形は長軸5.7m、 短軸5.5mで主軸は北東

である。住居内の東壁やや北よりにカマドを配する。ピットのうち主柱穴になるのはPit1409、

Pit1612、 Pit1615、 Pit1658で ある。また床面周囲には北側で深さ0.lm、 南側で深さ0.2mの壁溝を

めぐらす。カマドは削平されており炭化物層と焼土層が部分的に残存する。

竪穴住居跡4(第 7図、図版 6) e10～ f10区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡

3お よび竪穴住居跡 8な どを切っている。また溝902に よって切られている。検出レベルは

T,P.+1.35m、 床面のレベルはT.P.+1.25mで ある。平面形は長軸5,Om、 短軸4.8mの 隅丸方形で、

主軸は北北東にとる。住居内の東北壁中央部にカマドを配する。ピットのうち主柱穴になるもの

は明確でない。床面周囲には浅い壁溝をめぐらす。カマ ドは側壁がU字形に残存し、内部には

10cmほ どの炭化物層がみられる。また住居北東壁から50cmの ところに上師器奏を伏せて支脚に

転用している。また北東部の床面で土師器甕などを検出している。また床面より下位の、住居の

掘り方の埋土から臨や砥石などの遺物が検出されている。

竪穴住居跡 5(第 7図、図版 6) e9～ 10区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡 3、

4、 8に切られている。検出レベルはT,P,+1.4m、 床面のレベルはT,P.+1.25mである。平面形は

切り合い関係によって不明確であるが、長軸で 5m以上はあると考えられる。カマドは住居内の

北壁よりに配されているが、削平により壁が僅かに残存する程度である。炭化物層が、カマドの

西側にも広く分布している。

竪穴住居跡8(第 7図、図版 7) e～ f9区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡 5

を切り、竪穴住居跡 4に切られる。検出レベルはT.P.+1.3m、 床面のレベルはT.P,キ 1.2mである。

平面形は長軸5。 7m、 短軸5,4mの隅丸方形で主軸は竪穴住居跡 4と 同様に北北東にとる。ピットの

うち主柱穴になるものは、Pit1577、 Pit1669、 Pit1970、 Pit1967で ある。住居内の北東壁中央にカ
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マドを配する。カマドは天丼部分が削平されているが全体的に残りがよく、焚回の幅は約60cm

である。北東壁から55cmの所に土師器奏を伏せて支脚に転用していた。カマド内は焼土と炭化

物層が堆積し、さらに炭化物層は焚口をこえて住居内の床面にも広がっていた。注目すべきは焚

口の両側壁が床面に接する部分には炭化物層がみられず (第 8図、図版 7)、 何かが差し込んで

あったようである。本遺跡でも多量に出上しているU字型土製品が、造りつけカマドの焚回の縁

に設置される可能性を指摘できるかもしれない。またカマドのすぐ北側の壁よりには須恵器不身

が、南側の壁よりには土師器奏を検出している。床面からは紡錘車を検出している。

竪穴住居跡 9 dl区で検出された竪穴住居跡である。北西部を溝によって切られている。検

出レベルはT,P.+1.5m、 床面のレベルはT.P.+1.4mで ある。平面形は約 3mの正方形と考えられ

る。主柱穴、カマドともに検出されていない。

竪穴住居跡10 c9～ 10区で検出された竪穴住居跡である。西に位置する竪穴住居跡■を切る。

検出レベルはT,P。 ■1.3m、 床面のレベルはT.P.+1.2mで ある。平面形は隅丸の方形であると考え

られるが、住居の 3分の 2は調査区外であるため規模は不明である。住居内にはピットが複数あ

るが、主柱穴になるものは不明である。カマドは検出されていない。

竪穴住居跡1l c 10区 で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡10に切られる。検出レベル

はToP.+1.3mで床面のレベルはT.P.+1.2mで ある。住居の大部分は調査区外であり規模等は不明

である。カマドは検出されていない。

竪穴住居跡12 c～ d10区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡llに切られている。ま

た掘立柱建物跡 1の柱穴Pit1006に切られている。主柱穴は不明確である。またカマドは検出さ

れていない。住居の約 2分の 1は調査区外であるが、平面形は約 5m四方の隅丸方形であろう。

竪穴住居跡14 d10区で検出された竪穴住居跡である。住居西側の掘り方が不明確であるが、

平面形は約 5m四方の隅丸方形と考えられる。主柱穴は不明である。本住居跡に伴うカマドは検

出されてないが、付近にはカマドが 3基検出されているため、複数の住居跡が存在した可能性が

ある。

竪穴住居跡15(第 9図、図版 9) d9～ 10区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡25

を切っている。検出レベルはT,P.+1.4m、 床面のレベルはT,P.+1.3～ 1.2mで、北から南にむかっ

て緩く傾斜する。主軸を西南西にとり平面形は一辺4.8m四方の隅丸方形である。住居内のピット

のうちPit1414、 Pit1309、 Pit1310、 Pit1090が主柱穴である。また南西壁の中央やや南よりからカ

マドが検出された。天丼部分が削平されていたが残りはよく、側壁はU字状になり焚口で内側に

折れている。主軸に対して焚口がやや北に傾いている。南西壁から55cmの所に土師器奏を伏せ

て支脚として転用されていた。カマド内部は焼土と炭化物層が堆積していた。

竪穴住居跡16 d9～ 10区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡19に切られている。検

出レベルはT,P.+1.3mで床面のレベルはT,P.+1.25mである。主軸は東北東にとり、平面形は一辺

が3.5m～ 4mの不整四角形である。主柱穴は不明である。住居の東壁のやや南よりにカマドが配

-12-



T,P+1.

C

T.P +1.5m

T,P,+1.5m

竪穴住居跡 5

竪穴住居跡 8

堅穴住居跡 3日 4・ 5日 8平面図 日断面図

一-13。 14-一

竪穴住居跡 3

1:7 5Gh71灰 色粘土に10GV7/1明 緑灰色粘上が斑状25%に 混 じる
2:7 5GY4/1灰 色粘土

3:75C.V4/1灰 色粘上に10C.Y7/よ 明緑灰色粘上が斑状に混 じる20%
4:75Y3/1～ 75Y5/1灰色～暗灰色粘土

5:4に 10α71明緑灰色粘上が斑状に10%混 じる (4・ 5は壁溝埋土 )
6:4に 10GY7/1明 緑灰色粘上が斑状に10%混じる
7:75Y4/1灰 色粘土に10GY7/1明 緑灰色粘上が斑状に10%混 じる

8:75Y4/1灰 色粘上に751R3/1黒褐色粘土と10YR76明 黄褐色粘上が斑状に混 じる

9:75Y4/1灰 色粘土に7 5YR3/1黒 褐色粘上が多量に混じる

た0,10C.Y7/1明 緑灰色粘土に炭化物が多量に混 じる (8～ 10はカマ ド構成層 )

11175Y4/1灰 色粘土に10GY71明 緑灰粘土が微量に混 じる

12:10C.Y7/1明 緑灰粘上に75Y4/1灰色粘土が小斑状に5%混 じる
13:75Y3/1～ 75Y5/1灰～暗灰色粘上に10GY7/1明 緑灰粘土が斑状に20%混じる

14:10V4/1灰 色粘上に10GY6/1緑灰色粘上が斑状に10%混 じる

竪穴住居跡 4

15:10V5/1灰 色粘上に10GY6/1緑灰色粘土が小ブロック状に10%混じる
16:10Y4/1灰 色粘土に10餌6/1緑灰色粘土プロックが80%混じる

竪穴住居跡 8

17:N5/0灰色シル トに10BG7/1明 青灰色シル トが斑状に50%混 じる
18:N4/0～ N5/0シル ト

19:N4/0灰色シル トに1011G7/1明青灰色シル トが斑状に10%混じる
20:10Y5/1オ リーブ黒色シル トに10BG7/1明 青灰色シル トが小斑状に10%混 じる

21:N4/0灰色シル トに10BC7/1明 青灰色シル トが斑状に混 じる

22:75Y5/1オ リープ黒色シル トに10BG6/1明 青灰色シル トが斑状に30%混 じる
23;10BG6/1明 青灰色シル トにN5/0暗 灰色シル トが斑状に30%混 じる
24:N4/0灰色シル ト

25:10BG6/1明 青灰色シル ト

26:10BG6/1明 青灰色シル トにN4/0暗 灰色シル トが10%混 じる (24～ 25は壁溝埋土 )

,
ツ

境

/

ツ

第 7図

③
Ｑ

竪穴住居跡 3

炭化物層



TP+1

絶

＼

1:75Y8/4褐 灰色粘質土 (カマ ドの壁 )
2:10YR5/6黄 褐色粘質土 (崩落 したカマ ドの焼壁土)
3:25C.Y3/1暗 オリーブ灰色粘質土 炭化物多く含む
4:Nl・ 5/0黒色炭化物層
5:75Y4/1褐 灰色粘質上
6:7 5YR3/1黒 褐色粘質土

竪穴住居跡 4カマド

T P +1 5n

1:5YR4/2灰 褐色～7 5YR4/1褐 灰色粘土 (カマ ドの壁 )
2:75Y4/2灰 オツープ色粘上に褐色粘上ブロック混じる
3:7 5YR4/2褐灰色粘質土
4:75Y4/2灰オリーブ色粘土 炭化物多量に混 じる
5:75Y4/2灰 オ リーブ色粘上に褐色粘土プロック混 じる
6:10Y3/1オ リーブ黒色粘上に10GY7/1明 緑灰色粘土ブロック混 じる
7:25Y4/1黄 灰色粘上に2 5GY5/1オ リーブ灰色粘土ブロック混 じる

竪穴住居跡 2カ マド

1:2 5CY4/1暗 オリーブ灰色粘質上に25Y4/1責灰色焼土ブ
ロンク混 じる
2:25Y5/1黄 灰色炭化物層
3:25Y6/3に ぶい黄色灰層
4:75Y4/1灰 魯砂混じり粘土
5:Nよ 5/0黒色炭化物層
6:10YR4/1褐 灰色粘質シル ト
7:10GY5/1緑 灰色～5YR4/1褐 灰色粘土 (カマ ド壁 )
B:5YR4/1褐 灰色粘土
9:5G5/1緑灰色粘上に25Y4/1黄灰粘土混 じる
10:5G5/1緑 灰色粘土
11:10YR4/3に ぶい黄灰色粘土
12:N4/0灰色シル トに10GY6/1緑 灰色粘上がプロック状に混
じる (竪穴住居跡 3の埋上)

m

第 3図 堅穴住居跡 2口 4L

|← 炭化物の分布範囲

TP+15m

竪穴住居跡8カマド

8カマド平面図 日断面図
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竪穴住居跡15
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T P +1.5m

A

T,P.+1.4m

B

T.P,+1.5m

C

竪穴住 居跡 15

1:M/0灰 色～10YR5/1灰 色粘土に10G77/1明 緑灰色粘上が斑状に混 じる
2:10Y4/1灰 色粘上に10GY71明 緑灰色粘土がブロック状に混 じる
2' :2に 10BC6 5/1青 灰色粘土小ブロック混 じる
3:10GY6/1緑 灰色細粒砂混じり粘土に10Y4/1灰 色粘上が少量混じる
4:2に焼上が混 じる
5:10Y4/1灰 色粘上に10GY7/1明 緑灰色粘土ブロック混 じる (壁溝埋土)

10YR4/1灰 色粘土に10GY7/1明 緑灰色粘土の小プロックが混じる
10GY7/1明 緑灰色粘土に10Y4/1灰 色雅土ブロック状に混 じる  (6'7は 壁滞埋土)
10GY6/1青 灰色粘土に10Y4/1灰 色粘土小ブロック混 じる
7に 10GY6/1緑 灰色細粒砂を斑状に含む
10GY6/1緑 灰色粘土に10Y5/1灰 色細粒砂～シル ト斑状に混 じる
N4/0灰 色粘土
10Y4/1灰 色粘土に10GY7/1明 緑灰色粘土がプロック状に混 じる
10Y4/1灰 色粘土に10BG6/1青 灰色粘土がブロック状に混じる

５

６

７

８

９

１０

ｎ

ｌ２

第 9図 堅穴住居跡 15・ 25平面図 口断面図

L

竪穴住居跡25
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されている。天丼部、袖部ともに削平されており、また南側は竪穴住居跡19に よって切られてい

る。焚口から30cmの ところに土師器奏を伏せて支脚として転用していた。

竪穴住居跡18(第 10図、図版 8) d～ e9区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡19

および20に よって切られている。竪穴住居跡20の掘り下げと同19の掘り下げのあとで平面形が確

認できたが、それらに切られていない北壁中央にあるカマドはT,P.+1,lmで検出した。床面のレ

ベルはT.P,+1.lm弱である。主軸は北で平面形は一辺が4.3m四方の隅丸方形である。住居内のピ

ットのうち、Pit1963、 Pit2001、 Pit1862な どは主柱穴になる。また床面周囲には壁溝をめぐらせ

ている。カマドは天丼部も壁も残存せず、焼土層と炭化物層が検出され、北壁から50cmの とこ

ろに土師器甕を伏せて支脚に転用していた。また焚口は別のピットによって切られている。

竪穴住居跡19(第 10図、図版 8) d～ e9区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡16

および18を切り、同20に切られる。検出レベルはT,P.+1.25mで、床面のレベルはT.P.+1.15mで

ある。主軸は北北東で平面形は長軸4.5m、 短軸4.2mの 隅丸方形である。住居内のピットのうち東

側のPit1511と Pit1960、 Pit1637は 主柱穴になる可能性があるがそれ以外は不明である。床面周囲

には部分的に壁溝を検出している。カマドは北壁中央にある。天丼部や壁体は残存していないが、

焼土層と炭化物層中に土師器奏を伏せて支脚にしている。

竪穴住居跡20(第 10図、図版 8) d～ e9区で検出された竪穴住居跡である。第13層中に掘

り方があるが、プランを確定させることは困難であった。 d9区 とe9区境界のアゼの上層断面に

よって竪穴住居跡18、 19、 23と の重複関係を確認している。検出レベルはT.P.+1.3mで、床面の

レベルはT,P.+1.2mで ある。主軸はほぼ北北東で、平面形は一辺が約5.Omの 隅丸正方形である。

住居内のピットのうちPit1423、 Pit1422、 Pit1220、 Pit1538が主柱穴である。北壁の中央部にカマ

ドがある。カマドは天丼部と壁体は削平されている。焼土と炭化物がU字状に分布しており、そ

のほぼ中央部に土師器甕を伏せて支脚にしている。

竪穴住居跡23(第 12図、図版 8) e9区で検出された竪穴住居跡である。炭化物と共に須恵

器、土師器が廃棄された土坑1617を整地しその上に構築している。検出レベルはToP.+1.15mで 、

床面のレベルはT,P,+1.10mで ある。主軸は北北東で、平面形は南西端がD-2区 との境日で切れて

いるが一辺4.8mの隅丸方形である。主柱穴はPit1583、 Pit1989、 Pit1224、 Pit1857で ある。北壁の

中央部にカマドが配されている。カマドは天丼部、壁体は削平されているが、焼土と災化物がU

字状に分布している。北半分は d・ e区のトレンチで削平されてしまったが、境界のアゼに煙道

部が残存している (第 ll図 )。 カマドのほぼ中央部に土師器甕を伏せて支脚としている。

竪穴住居跡25(第 9図、図版10) c～ d9区で検出された竪穴住居跡である。竪穴住居跡10、

11、 15に切られている。竪穴住居跡15の床面の下位にこの住居跡の床面を確認できる。検出レベ

ルはT,P.+l。2mで、床面のレベルはToP.+1.lmで ある。主軸は東北東で平面形は長軸5.2m、 短軸

4.6mの方形である。主柱穴はPit1995、 Pit1998、 Pit1994で、もう1つ は竪穴住居跡15の掘り方に

より不明である。東壁の中央部にカマドが配されている。天丼部、壁体は削平されており、焼土

-19-
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焼上の分布範囲

炭化物の分布範囲

1:N15/O黒色炭化物
2:2 5YR5/6明 赤褐色粘質土
3:25Y4/1黄 灰色粘質土
4:2 5GY5/1オ リーブ灰色粘質シル ト
5:7 6YR4/1褐灰色炭混じり粘質土
6:10VR4/1褐 灰色粘質上 (10YR6/4に ぶい黄橙色の焼土含む、
7:6に 炭化物が多量に混じる
8:7 5GY5/1灰 色粘質シル ト (炭化物多量に含む )
9:5YR4/8～ 10YR4/4赤 褐色粘質シル ト (焼土化著 しい)

T P +1 5血

カマド壁)

竪穴住居跡23カマド

第11図 竪穴住居跡15

竪穴住居跡 15カマ ド

【せθδ
“=

・23カ マド平面図 口断面図

1:25Y5/1黄 灰色粘質土に5YR4/2灰 褐色焼上のプロック混 じる
2:N15/0黒色炭化物層
3:2 5GY4/1暗 オ ツーブ灰色粘質土
4:N2/0黒色炭化物層
5:5G6/1緑灰色粘土 (第14層 )
6:5YR4/8～ 10YR4/4赤 褐色粘質シル ト (燒土化著 しい)
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X=―王39545
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T.P.+15m
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創
即

T,P.+1.5m

B

2

10Y3/1オ リーブ黒色粘土に10GY6/1緑灰色粘土プロックがlo%混 じる
10Y3/1オ リーブ黒色粘上に10GY6 5/1緑 灰色シル ト～極細粒砂帯状に混じる

10Y4/1灰 色粘上に10∝6/1緑灰色粘土プロックが30%混 じる
10Y35/1オ リーブ黒色粘土に10GY6/1吻 緑灰色粘上を斑状に含む
10Y3/1オ リープ黒色粘土に10α6/1緑灰色粘土ブロックが50%混 じる
10GY6/1緑灰色粘上に10Y3/1オ リープ黒色粘土プロックがlo%混 じる

10GY6/1緑灰色粘土に10Y3/1オ リーブ黒色粘上が小斑状に混 じる

10GY6 5/1緑 灰色シル ト～極細粒砂に75Y25/1黒色粘上が小斑状に混 じる
10V4/1灰色粘上に10GY6/1緑 灰色粘土小斑状に混じる

10GY6/1緑灰粘上～粘質シル トに75Y25/1黒色粘土ブロックがlo%混 じる
10Y3/1オ リープ黒色粘上に10CY6/1緑灰色粘上が小斑状に混じる

10Y3/1オ リーブ黒色粘土

B'

７

８

９

１０

ｍ

ｌ２

第12図 堅穴住居跡23平面図 日断面図

Pit1224

坑1617)
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と災化物が分布している。中央部に上師器甕を伏せて支脚に転用している (第 11図 )。

掘立柱建物跡

D-1区の掘立柱建物跡は 8棟以上検出されている。今後各ピットの位置関係や土層断面、重複

関係を再検討し棟数が増えることも予測される。それについては本報告に委ね、ここでは調査時

点で判明しているものについて略述する。

掘立柱建物跡 1(第 13図) c～ d10区で検出された掘立柱建物跡で 3間 ×4間であるが北辺

から1間部分は幅が約 lmでその他の柱の間隔が約1.8mと はやや異なる。梁間5。2mで桁行6.2mで

ある。これらのうちPit1001は 竪穴住居跡14の主柱穴Pit1806を切り、Pit1023は その掘り方を切っ

ている。またPit1006は 竪穴住居跡12の掘り方を切っている。検出面はT.P,+1.4mである。柱穴は

一辺約40cmの略方形で、埋土は灰色粘土が主体である。

掘立柱建物跡 2(第 13図 ) d～ e9区で検出された 3間 ×4間の掘立柱建物跡で、梁間4.6m、

桁行5.5mである。柱穴は一辺30～40clllの略方形で、埋土は灰色粘上が主体である。各ピットのう

ちPit1800は 竪穴住居跡20のカマド下から検出され、またPit1835、 Pit1062は 竪穴住居跡19を切っ

ている。またPit1830、 Pit1349な どは竪穴住居跡16を切っている。

掘立柱建物跡 304(第 14図、図版10) c9～ d8区で検出された掘立柱建物跡で、掘立柱建

物跡 3は 2間 ×2間以上、掘立柱建物跡 4も 2間 ×2間以上で、ともに東側が調査区外に伸びる

と考えられる。掘立柱建物跡 3は梁間3.5m以上、桁行3.5m以上、掘立柱建物跡 4は梁間 3m以上、

桁行 4m以上である。

掘立柱建物跡 5(第 15図) d～ e10区で検出された 3間 ×3間の掘立柱建物跡で、梁間約 4

m、 桁行約 5mである。Pit1067～ 1069は竪穴住居 3を切っている。柱穴は一辺40～50cmの円形か

略方形で埋土は灰色粘土が主外である。検出面はT,P.+と。4m前後である。

掘立柱建物跡 6(第 15図) e～ f9区で検出された 3間 ×3間の掘立柱建物跡で、梁間4.4m、

桁行5.2mで ある。柱穴は一辺40～ 50cmの 円形～楕円形である。埋土は14層 をブロック状に含む

灰色粘上が主体である。西辺は竪穴住居跡 8を切っており、とくにPit1917は竪穴住居跡 8のカ

マドに広がる炭化物層を切っている。

掘立柱建物跡7 e～ f8区で検出された。東半部がD‐1区外であり、D‐2区に続きが検出され

てないので 2間 ×2間の掘立柱建物跡であると考えられる。梁間2.8m、 桁行3.5mである。

掘立柱建物跡 8 d～ e9区で検出された 3間 ×3間の掘立柱建物跡で、梁間4.8m、 桁行6.3m

である。竪穴住居跡23の主柱穴Pit1857と Pit1224に よって東側の柱穴が 2つ切られている。

その他の遺構

溝900(第 16図、図版11) A20‐ el～2で検出された溝で東の肩部から溝の落ち際を検出して

いる。この溝は2001年度に行われた発進立坑部の発掘調査で検出された溝11に当たる。発進立後

―-22-一
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部では西の肩を検出しており、今回の東肩部の検出によって溝の方向は北西から南東方向である

ことが推測される。埋土は上層が暗緑灰色粘質シルトで、中層が暗オリーブ灰～オリーブ灰色の

砂混じり粘質シルトで発進立後部溝llの第 3層および第 4層に対応している。下層は暗灰色粘土

で同溝11の第 5層 に対応する層とさらにその下に第 6層 を確認した。遺物は 5世紀後半から6世

紀の須恵器を中心に、韓式系土器、滑石製臼玉、双孔円盤、ガラス玉などの他に、鎌や刀子など

の鉄製品、ツチノコや鎌柄、斧柄、鍬などの木製品など多種多様である。さらに馬骨や犬骨、鹿

角などの動物遺存体も出上している。上層は概ね 6世紀前半～後半、中層は 5世紀後半、下層は

5世紀後半を中心としている。

溝986(図版18) e～ fl区で検出された北西一南東方向の溝で幅90cm、 深さ50cmである。

溝内からは多量の須恵器 (壺、郭身、イ蓋など)が検出されている。埋土は灰色シルト～粘土と

14層の緑灰色粘土混じりの灰色粘土で上層が 6世紀前半、下層は 5世紀後半である。

井戸1 281 el区で検出された径約 2m、 深さ2mの井戸で最下層から土師器甕が数個体出土

している。所属時期は 5世紀後半である。

上坑1617(図版18) d8～ 9区で検出された土坑で、南半部は竪穴住居跡23の下で検出され

た。須恵器イ身、郭蓋、土師器奏、木製品等が出上している。 5世紀後半の遺構である。

1,5Y8/1灰白色中粒砂 (鉄分沈着頭著 )

2:5Y5/1灰 色礫混じり細粒砂

3:25Y7/2灰 黄色粗粒砂～25Y8/1灰 白色粗粒砂

415Y8/1灰白色粗～中粒砂 (斜交するラミナがみられる)

5:5Y4/1灰 色礫混 じり細粒砂

615Y8/1灰 自色粗粒砂

7:5Y5/2灰 オリーブ色礫混じり細粒砂 (鉄分沈着顕著 )

8:75Y5/1灰 色粘質シル ト

9:75V4/1灰 色粘質シル ト

10:25Y4/1黄 灰色細粒砂混じり粘質シル ト

11:10Y5/1灰 色粘質シル ト

12:25Y5/1黄 灰色粘土 (炭化物混 じる)

13,7 5GY5/1緑 灰色粘質シル ト    (12,13は 溝986埋土 )

14:2 5CY6/1オ リーブ灰色粘質シル ト

15:5Y8/1灰 白色～5Y6/1灰 色粗～中粒砂 (上下位は水平ラミナ,中位は斜交ラミすがみ

られる)

16:5Y4/1灰 色～25Y7/4浅黄色シル ト

17:7 5GY4/1暗 緑灰色粘質シル ト (炭化物,植物遺体含む)

18:5∝ 4/1暗 オリーブ灰～10Y4/2オ リーブ灰色砂混 じり粘質シル ト (溝第3層 )

19:10GY4/1暗 緑灰色粘質土

20〔 10GY5/1緑 灰色砂混じり粘土

21:10Y5/2オリーブ灰色砂混 じり粘土 (溝第4層 )

22:25G“ /1暗灰色粘土 (溝第5層 )

23:2 5GY4/1暗 灰色粘土 (22よ り植物遺体,土器片の包含量が少ない (溝第6層 )

第16図  溝900土層断面図

―-26-―
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D-2区の遺構と遺物

D-2区は中央部に狭部幅で約30mの浅い谷状地形が緩やかな勾配で北から南へ流れており (第

3図のA・ B)、 これを挟んで東西にある第14層の高まり上に第13層が堆積し、その上面および第

14層上面に掘立柱建物跡などの遺構が存在する。第13層上面の遺構は古墳時代後期に属すが (図

版12)、 第14層上面の遺構にも中期に加えて後期の遺構も多数存在する。ここでは第14層上面検

出遺構を中心に述べる。なお谷を挟んで東西の遺構群を東遺構群、西遺構群と呼ぶことにする。

東遺構群はC調査区で検出された古墳時代遺構面の西端部にあたり、また西遺構群はD‐1区から

続く遺構面の東端部にあたる。

竪穴住居跡

竪穴住居跡はD‐ 1区からの続きになる西遺構群で 3棟検出されている。

竪穴住居跡26(図版15) d～ e8区で検出された竪穴住居跡である。西半部がD-1区 との境目

で全体のプランははっきりしないが平面形は一辺6.5mの 隅丸方形であろう。埋土は灰色シルトに

明青灰色シルトブロックが混じる。竪穴住居跡271こ よって切られている。住居内のピットのうち

主柱穴になるものは不明確である。

竪穴住居跡27(図版15) d8区で検出された竪穴住居跡である。西半部がD-1区 との境目にあ

るため全体のプランははっきりしないが、平面形は一辺が 6m程度の隅丸方形であろう。

竪穴住居跡28 d8区 で検出された竪穴住居跡で、竪穴住居跡28の掘り下げによって確認され

た。D‐ 1区との境目でプランは不明である。

掘立柱建物跡

D-2では掘立柱建物跡を7棟検出している。

掘立柱建物跡 9(第 18図、図版14) 西遺構群の北半部で検出された 2間 ×2間の建物跡で梁

間3.8m、 桁行 4mで、検出面はT,P,+1.lmである。柱穴は30～40cmの不整円形や略方形で、埋土

は灰色の極細砂～シルトに地山の明青灰色シルトがブロック状に混じる。Pit549を 除く他の柱穴

からは柱根が検出された。およそ径10～ 15cmである。他の掘立柱建物跡と異なり、柱根がピッ

ト底面に沈み込むことはない。

掘立柱建物跡10(第 18図、図版14・ 16) 西遣構群の中央部で検出された 3間 ×3間の建物跡

で、梁間3.8m、 桁行4.5mである。検出面はT,P.キ 1.3mである。柱穴は50～70cmの不整円形や略方

形で深さは最深で60cmに なる。埋土はオリーブ黒色シルトに地山の青灰色シルトの小ブロック

が混じる。柱痕跡は確認されなかったが、すべての柱穴から礎板が検出された。北西かどの

Pit662が、掘立柱建物跡 9の Pit655に、また南西かどのPit667が掘立柱建物跡llの Pit627に切られ

ている。またPit667～ Pit665は溝546によって削平されている。

掘立柱建物跡11(第 19図) 西遺構群の中央部で検出された 2間 ×2間の建物跡で梁間3.4m、

―-29-―
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桁行3.5mである。検出面はT,P.+1.3mである。柱穴は50cm程度の不整円形で深さは最深で40cmで

ある。埋土は灰色シルトに第14層の青灰色シルトの小ブロックが混じる。Pit626、 Pit578は溝546

によって削平されている。

掘立柱建物跡12(第20図、図版15) 東遺構群で検出された 3間 ×3間以上の建物跡である。

梁間 5m以上、桁行 6mである。検出面はT,P.+1,4mである。柱穴は30cm程度の楕円形や円形で

ある。埋土は灰色シルトに第14層の青灰色シルトがやや混じる。Pit856、 Pit504な どで柱根が検

出されている。柱材のうちPit856、 Pit519の ものはヒノキであった。

掘立柱建物跡13(第20図、図版15) 東遺構群の井戸474の北東で検出された。 2間 X3間の

総柱の建物跡で、梁間3.5m、 桁行4.6mである。検出面の標高はT,P.+1.4mを測る。柱穴は30～40

cm程度の不整円形で、埋土は灰色シルトに第14層の明青灰色シルトがブロック状に混じるのを基

本とする。Pit831や Pit508で は柱痕跡がピット底面に沈み込む様子が確認できる。

掘立柱建物跡14 東遺構群で検出された 2間 ×2間以上の建物で、東半部は調査区外である。

検出面の標高はT,P.+1,4mを測る。柱穴は30～40cm程度の円形もしくは不整円形である。Pit760

やPit825な どは柱痕跡が沈みこむ様子が観察できる。Pit845か らは礎板が検出されている。

掘立柱建物跡15(第 19図) 西遺構群で検出された。検出面はT.P.+1.4mである。調査区外へ

続くため全体規模は不明であるが、 2間 ×2間である。柱穴は20cm程度の円形か略方形である。

その他の遺構

自然流路470 東遺構群の南東端で北東―南西方向に流れる流路である。幅は4m以上、深さ

■5m以上を測る。北の肩部から滑石製の子持勾玉が出上している (図版18)。

溝495(図版18) 東遺構群の北部で検出された幅50cm、 深さ20cmの溝で北半は調査区外で

ある。埋土は灰色シルトで上、下層に分けられる。下層は 5世紀後半でU字形土製品が出土して

いる。

井戸643(図版18)

西遺構群北部で検出さ

れた井戸で、径 1.5m、

深さ lmを越える。埋土

は暗灰色粘土に青灰色

粘土のブロックが混ざ

る。韓式系土器が出土

している。また底面か

らは須恵器 とともにカ

ゴが検出された。

:2 5YR4/1黄灰色粘質シル ト
!2 5YR4/2案灰黄色粘質シル ト (植物遺体含む )
:5Y5/1灰色粘質シル ト (3' :5Y5/1灰 色砂混 じり粘質シル ト)
i5Y4/1灰色粘土
:75Y3/1オ リーブ黒色粘質シル ト (程位砂少量混 じる)
6:75V3/1オ リーブ黒色粘土 (5よ り粘性が強い)
7:75Y3/2オ リーブ黒色油土 (砂礫を少量含む )
8:5Y3/1オ リーブ黒色粘土 (有機物の腐食が帯状にみられる)
9:10Y3/1オ リープ黒色粘土
10,75Y4/1灰 色粘土 (粗粒砂をブロック状に含む )
11110Y5/1灰 色粘質シル ト (25Y3/1オ リープ黒色粘上をブロック状に含む)
12125Y3/1オ リーブ黒色粘混 じり25Y7/2灰 自色粗位砂

第21図 井戸474土層断面図
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溝546(図版18) D-1区の溝902と 同じで、東遺構群を東西に流れる。幅は広い部分で0.84m

を測り、埋土は灰色シルトである。上層は 6世紀で下層は 5世紀後半に属する。

井戸474(第 21図、図版17) 東遺構群の掘立柱建物跡13の南東で検出された長軸5,5m、 短軸

42mを測る大型の上坑である。深さ1.5mに達し、最深部は湧水点となる砂層まで掘削されている。

検出面はT,P,+l.2mで ある。掘方は鉢形を呈し二段に掘り込まれている。埋土は灰色およびオリ

ーブ黒色系の粘上で、上・中・下層に分かれる。井戸枠は検出されていない。遺物は中層の 4層

己口」が
〒 」
~

コ 土ア

蜀 巧

刊ゃ）。

0期

第24図 井戸474出

8

0                10                20cm

(S=1/4)

上土器・ 3
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～ 6層 を中心に土師器、須恵器、土製品などと供に多量の木製品が出土している。他にひょうた

ん、桃の種が出土している。出土須恵器から所属時期は 6世紀後半である。

第22図～第24図は井戸474出土土器である。多くは 4～ 6層からの出上である。第22図21は時

期的に古いが、他は概ねTK10型式段階のものである。このうち同図22は胴部に波状紋を施す郭

身で底部外面はヘラケズリされており脚部がつくものではない。同図28～31は土師器の小型土器

である。第24図 17は表面に朱色の化粧上を塗っている。器壁は厚く、作りは荒い。外面はユビオ

サエが明瞭である。また底部外面には砂礫が混入している。第24図 7は把手付鉢、同図 8は移動

式カマド破片である。

木製品は農具、容器、下駄、建築部材、祭祀具が出上している (第 1表)。

第26図は農具である。 1は一木鋤、 2～ 10は大足の各部材である。 3、 4、 6は コウヤマキが

利用されている他はモミ属、ヒノキ、スギが不U用 されている。11は アカガシ亜属製の棒状品で、

幅広面と幅狭面のそれぞれ一方に刻みを入れており、日盛板の可能性がある。刻目の間隔はやや

ばらつきがあり、幅広面では1.6～ 1.8cm(平均1.7cm)、 幅狭面では1.5～2.Ocm(平均1,7cm)で幅

狭面の方がややばらつきが大きい。刻目の谷部は刃物痕が明瞭であるのに対し山部は上面がこす

れたように曲面をもっており、谷部にもじり編みの縦糸をわたして使用していたような感じはし

ないので未製品であろうか。12～ 17はツチノコである。 6点中 3点がアカガシ亜属製である。

第27図 1は下駄である。ヒノキの柾目材を利用している。 2は曲物の側板である。厚さ3～ 4

mm程度のヒノキの板目材 2枚を重ねて曲げている。上面と下面にV字の切れ込みを入れている

が、検出時には緊縛されてはいなかった。未製品であろうか。外面および内面は刀子のような刃

物で削った加工痕が上下辺に対して約45° 程度の角度をもってみられる。 3も 側板である。端部

を接合のために孔を開けている。 4はモミ属製の槽である。 5はヒノキ製の曲物底板である。 6

カ所の了しに桜皮が残存している。側板とは段や切り込みなどを設けず平坦面で接合するタイプで

ある。第28図 1は建築部材を梯子に転用したものでツブラジイの芯持材を利用している。第29図

は斎串である。井戸474内からは 4～ 5層を中心に30以上出上している。斎串という名称には問

題があるが、律令期のいわゆる斎串とよばれるものと形態的に同様のものである。遺存状態の悪

いものが多いが、先端を両側辺から、もしくは片方から切りこんで尖らせている。樹種の判明し

ているものは 5点ともヒノキである。木取りは図示した25点中、柾目 :板目がll i 14で どちらか

に偏ることはないようである。加工痕は同図12に表面を刀子のような刃物で成形した痕跡が認め

られるが、多くは木目に沿って裂いたままで、表面上は縦方向の凹凸をそのまま残し、断面は細

長い三角形となる。 6世紀後半に属する斎串が一つの遺構からまとまって出土しているのはりし

いといえる。
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第1表 D-2区井戸474出土木製品一覧表

番号 挿図番号 製 品 名 層 位
法逮 (残絋 単位 :cn)

木取ケ 観 種 造物登録番号 備 考
長さ 隷 幅 最大厚

1 25 1 ‐木勘 5層 “
一

柾 目 アカガシ亜属 13434

25‐ 2 (騨 4層 46.4 9 板 目 ス ギ 2940

3 25-3 (匙帥 娼 7 板目 EXタイマキ 2989‐ 2

25-4 (星足板 4層 22.8 7 紅 目 コタイマキ 3037

5 26-5 k足横浅 4層 460 5 板目 針葉樹 ,,aa

25-6 (足横機 4層 41 を 柾 日 ヨウヤマキ BOt4

7 25-7 銀 触 4層 40,1 2 柾 目 モミ属 B031

25-8 太足難 偏 4 8 板 目 ヒノキ 3123

9 25-9 大星横機 切詈 1 板 目 常ノキ 3042

25 10 期曙 4■ 9 3.2 柾 目 スプジイ 13036

25-11 日盛板 5層 柾 目 アカガシ亜属 3432

25■ 12 ツチアコ 襲 芯持 アカガン亜属 3010 樹度つき

25・ 13 ンチブヨ 4層 1■

'
な持 サカキ 1688

25■14 ツチ′コ 5層 芯持 ンバキ属 3467

25 15 ツチフ■ 5層
―

5.= 42 芯持 ジジジ科 3459

25■ 16 ツチノ章 4層― 織 アカガ シ亜属 3012

26・ 17 ンチノヨ 襲 149 5 ■

一
本持 ア″ガン亜属

―
3458

26 1 下駄 郷習 27.4 ■ 4 柾 目 ヒノキ 2939 1

26 2 曲吻側板 6層 径19d α 8 板 目 ヒノキ 3564 数 の側板を合せて議げる

263 HH/1Rll板 与層 盈 e 板 目 3115

26-4 槽 帽 22.2 儀 8 板 目
tEミ属 8420

22 由物底板 1層 92.5‐ 24.' 板 目 tノ キ 2941

路 27 1 購子 団臀 12.2 5.6 絲 ジブラジイ 3453 藍築部材の転用

27乾 麟 5,§ 4&2 進ぬ正目 スダジイ 3400 ほぞ孔お り

25 27■8 阪材 ω雪 SO,, 2011 缶.e 板目 ンデラジイ 3568

26 274 瞬材 |り膏 2■ 4 板 目 ネ ギ 3038 ―報炭化

27 27-5 鷹 彊 743 儀

`
離 アカガシ重属 3443 職皮つき

27iC 建築部材 彊 志持 アカガ|シ亜属 3450 樹皮つき

28-1 斎串 彊 争 4 柾 目 2943

30 28-2 斎串 4層 211 紅 目 2944

288 斎串 4層 α.2 板 目 2945

28■4 斎 串 4層 la 5 板 日 3020

28‐5 斎串 鵡 歩 9 0.2 板 日 ヒノキ 3437

34 286 斎串 彊 23.2 ０
． 坂 目 3439

35‐ 28■ 7 斎串 5層 02 柾 目 ヒノキ 3448

30 28‐8 斎串 4層 2a8 板 目 とノキ

28-9 斎串 J曙 1.7 翔鵞目 3017

霊 28 10 斎串 J喜| 柾 目 lrブキ 2946

39 2811 斎串 彊 8516 aむ 板目 3025

28 12 斎串 5月] ユ 1 標 目 3488 9RI痕ア リ

2許 13 斎串 襲 れ 8 と 7 al 板1日 ヒノキ 3444

,針コ 斎串 ,層 α l 肛 1目 ■ノキ 3446

43 28 15 斎串 姫 129 疲 目 3119

28 13 蔚串 躯 15;B d2 板 目 3118

45 28 17 斎串 5層 22.9 02 紅 目 3463

46 2818 斎
―
串 5層 21 舷ワ 01 柾 1日 3470

47 28 19 斎串 到雪 1■ 2 坂 目

48 28-20 斎 串 5月目 1,つ ,板目 3465

49 28■ 21 斎串 s層 多よ8 紅 目 3整5

28122 斎串 媚 02 柾 目 ヒノキ 3466

'8-23

齋串 ,層 2.4 板 目 3474

52 28 24 斎串 4層 a2 柾 目 3021

28-25 斎串 媚 49 al 柾 目 2942

一  .42-  一



第 3章 まとめ

以上雑駁ながら古墳時代中・後期遺構面について主要遺構について述べてきた。遺構の所属時

期や掘立柱建物跡の確定などの詳細については本報告に委ねるが、ここでは現段階での所見とし

て調査成果をまとめておきたい。

遺物の整理作業の進展によって明確になるが、D‐1区の竪穴住居跡の所属時期は 5世紀後半～

6世紀後半までに属する。これらのうち竪穴住居跡 1・ 5。 9。 14・ 16・ 18・ 19'25は 5世紀後

半に属し、竪穴住居 2・ 3・ 4・ 8・ 10・ ll・ 15。 20'23は 6世紀前半から後半に属する。各竪

穴住居跡のカマドは、竪穴住居跡15が西壁に設けられ例外的であるが、北壁・北東壁に設けられ

るのを主体とし時期による差異はみられない。掘立柱建物跡は時期の詳細が不明確であるが、全

てのピットに礎板が入っていたD‐2区西遺構群の掘立柱建物跡10と 東遺構群の掘立柱建物跡12が

5世紀後半に属し、D‐2区のそれ以外の掘立柱建物跡は 6世紀前半～後半に属する。D‐l区の掘立

柱建物跡は掘立柱建物跡 7お よび 8を除き概ね 6世紀代に属するが今後の整理作業で 5世紀に属

する掘立柱建物跡が確認される可能性は大きい。

掘立柱建物跡と竪穴住居跡の切り合い関係では、① :竪穴住居跡16。 18→竪穴住居跡19→掘立

柱建物跡 2→竪穴住居跡20と いう変遷が追え、また② :竪穴住居跡14→竪穴住居跡10→掘立柱建

物跡 1、 ③ :竪穴住居跡 8→掘立柱建物跡 6、 ④ :竪穴住居跡 3→掘立柱建物跡 5と いうように、

大局的には掘立柱建物跡が竪穴住居跡より後出するが、①のように掘立柱建物の後に再び竪穴住

居が構築されており6世紀代も竪穴住居と掘立柱建物で構成される集落を形成していた。

このことからD-1区は、D‐2区の西遺構群を含め、竪穴住居跡と掘立柱建物跡を幾度も建て直し

ながら百数十年間居住域として土地利用されていたことが分かる。D調査区の東にあるC調査区

はMT15型式段階 (6世紀前半)を境に竪穴住居跡がみられなくなり、掘立柱建物跡が主体にな

るのに対し、D調査区は 6世紀代も竪穴住居と掘立柱建物跡が主体となる集落構成であり続ける

点でC調査区の集落とは異なることを指摘することができる。一方井戸474を検出したD-2区東遺

構群はC調査区の続きと考えられ、井戸474出土の斎串などの祭祀遺物は、C調査区の集落構成の

中で理解される必要があろう。

またD-1区の西端部は集落を区画する溝900を検出した。これはD調査区北西にある発進立坑部

の調査で検出された溝llと 同一である。この溝より西側は庄内式～布留式期の砂層が厚く堆積し

ており、古墳時代中 。後期の集落はこの溝900を西限とすることが明確になった。

以上のような古墳時代中・後期集落の大まかな様相を、今後本報告へ向けて詳細に検討すると

ともに、引続き行われるE区・F区の調査の進展と合わせてその特徴を明らかにしていきたい。

最後になりましたが、現地調査ならびに遺物整理、概要作製に際しまして多くの方々からご協力

いただきました。深謝の意を表します。
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